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1.事業の目的

東海大学海洋科学博物館は水族館と科学博物館の要素を持ち、海洋に関する総合的な

科学博物館として運営されている。東海大学は我が国で唯―の海洋学部を持ち、海洋に

関する科学技術の教育研究を行つている。当館は海洋学部の教育研究に利用すると共に、

海洋科学に関する知識を広く一般市民に啓蒙普及することを目的としている。

近年、さまざまな理由から自然の状態を保つ海岸線は減少し、身近な環境 口生物学習

の場であつた海を利用する機会は年々減ってきているのが現状である。同時に環境の

悪化や生物の減少などにより、子供たちが海に親 しむ機会も減少している。

当館では、子供たちが海に親 じむ機会を多く持つように、また海や海洋生物に興味

関心を抱 くことを目指 して、1999年 より従来の見学学習にとどまらない体験学習

ブログラムを企画し、運用してきた。

今回は、生命の歴史や太古の海の姿を感 じ取つていただくことを目的として、海に

関する化石を集め、化石の魅力や太古の生物の姿を知るために展示した。見るだけでは

なく、実体験から普段できない経験をしていただくことに重点を置いた。

また、東海大学自然史博物館では恐竜や巨大哺乳類の全身骨格 14点 、頭骨や部分

的な実物化石など多数を展示し、1階のディスカバリールームでは太古の生物や恐竜

骨格を擬似的に組み立てるなど未就学児童でも楽 しみながら遊び、学習できるように

なつている。各期のイベントでは、化石をクリーニングして標本を製作すること、化石

レプリカを製作 してもらうなどの体験をしていただいている。しかし、単発的である

ため、今回は夏休みの期間を通 して化石の体験、工作などができるような展示を設置

することにした。

この事業によつて楽しく学び、遊びの中から海に目を向けて環境について考えること

のできる子供に育つこと。また、理科離れが進み、自然に触れる機会の少ない子供が

太古からの生物や海洋生物の化石などから自然を身近に感じることにより、将来、自然

や海、海洋生物に興味を抱く動機付けになることを最大の目的として実施した。



2.実施項 目

「すべては海からはじまった一A Living Fossil― 」は 2つの特別展と 2つのイベント

で構成し、実施した。

●特別展

口「むか し・昔の海のいきもの大集合」

実施場所 :東海大学海洋科学博物館 2階 企画展示室

実施期間 :2011年 7月 24日 (日 )～ 2011年 8月 31日 (水 )

公開時間 :9i00～ 17:00ま で (開館時間内)

・「太古からの王者―シーラカンスー」

実施場所 :東海大学自然史学博物館 1階  レクチャールーム

実施期間 :2011年 7月 24日 (日 )～ 2011年 8月 31日 (水 )

公開時間 :9:00～ 17:00ま で (開館時間内)

●イベント

・「サマースクール 小 6コ ース 海の化石探検隊」

実施場所 :静岡市 久能山化石採掘現場 口東海大学海洋科学博物館 1階 講堂

実施期間 :2011年 8月 4日 (木 )～ 2011年 8月 5日 (金 )

実施時間 :9i30～ 16:00、 9:30～ 16:30

定  員 :30名 (参加者 39名 )

・「なぜ !?なに?化石水族館」

実施場所 :東海大学海洋科学博物館 1階 講堂

実施期間 :2011年 8月 12日 (金 )～ 2011年 8月 17日 (水 )

実施時間 :10:30～ 16:00



3.実施内容

●特別展「むかし ,昔の海のいきモJの大集合 |

当館の柴 正博学芸員が化石博士としてバネルのモデルになり、様々な海の生物に関

する化石や自身の研究などを分かりやすく、展示を解説するような手法によって行つた。

化石やレフリカ 151点 を集め、その時代を代表する化石、また現代でも身近な魚類、ウ

ニ、ヒトデ、サメ、カニ、そしてイカの仲間 (全長 14m)な どを展示 c

化石はよく耳にする言葉であるが、化石になるということは非常に稀でいろいろな条

件が重ならないと化石として私たちの目に触れることはない。そのために、大昔の一時

期にその生物がたくさん生息していることである。その後生物が死んでしまってから、

すぐに砂や粘土に埋まることも重要である。海や湖の底などで絶えず堆積物が積もり、

厚い地層の中に骨が埋まり、長い年月を経て化石ができあがる。加えて、発見されなけ

れば、永遠に人の目に触れることはない。人間に発見されて初めて、私たちが目にする

ことができる。

展示では時代順に海の化石を配置 し、柴学芸員の研究、化石の掘 り方、静岡県で

見られる化石群などを展示cまた、化石発掘の擬似体験や、タッチバネルによるクイズ

など、見るだけでなく参加型の展示も盛 り込んだ。

会場風景



●特別展「太古からの王者 ―シーラカンスー 」

シーラカンスは生きた化石として知られている.約 4億年前の古生代デボン紀以後の

古生代・中生代の地層から多く化石が発見 されているが、それ以後 |よ 発見がないため

6500万 年前に絶減 したと考えられていた しか し、1938年 に生きていることが確認

され、生物進化の過程を探る手がか りとして重要視 されている:現在、確認されている

生息域はイン ドネシアとアフリカ東海岸である 体の特徴 として、脊椎はなく内部を体

液で満たした中空の脊柱を持つ,Coela r中 空)canth(脊柱)が Coela canthusコ エラ

カンタスを英語読み し、シーラカンスと呼′Stし 10基 の鰭 を持ち、その鰭 を動かす筋肉

は発達 してお り、各鰭 を独立 して動かす ことが可能である 四本足の魚 とも呼ばれ、

四足動物の祖先と考えられている.

今回の特別展ではシーラカンスの レブリカを中心に 14点の実物化石を展示 =中 でも
このシーラカンスの レフリカは 1967年 3月 4日 にフランス政府 より当時の読売新聞

社主の正力松太郎氏に贈 られた個体 (日 本に初めて入った第 1号 )の完全 レフリカである「
贈 られたシーラカンスの実物は、よみ うリラン ド海水水族館で計浸1、 解剖が行われた ,

体長 150 om、 当時体重 54 kgの メス個体である その後、このシーラカンスの レラリカ

は (株 )京急油壺マ リンハークに保存されていたものである .

また、会場外のディスカバ リールームにおいては、紙製のシーラカンス帽子を工作

できるように設置 した、

会場風景
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●イベン ト「サマースクール 小 6コ ース 海の化石探検隊J

今か ら約 30万 年前、海であつた静岡市の日本平や久能山の周辺では、海にすんで

いた生物の化石を見つけることができる[そ こで小学校 6年生を対象に、久能山付近

で地層見学 し、その中から貝などの化石を取 り出 し、持ち帰つた。そ してそれ らを調

査 し、大音の時代に日本平や久能山が、どのような姿であったのかを考える機会とす

ることができたっ現場に出発する際の期待感、また化石を目の前にした子供たちは日

常ではなかなか見られない目の輝きをしていた。化石クリーニングにおいても、とて

も熱心に作業を行つていた。

8月 4日

900  受イ寸

9130  開校式、案内、記念撮影

1000  バスに乗車、出発

10130  久能山下車、徒歩、地層の見学

1200  昼食

1230  化石採集

15130  バスに乗車

16100  博物館前解散

8月 5日

9i00

9i30

10100

12:00

13100

14100

16i30

受付開始

集合、学習会

化石のクリーニング実習、館内案内

昼食

化石のクリーニング実習

化石の種類調べ、まとめ

解散

:館



●イベント「なぜ !?な に?化石水族館」

夏のお盆時期に特別会場を設け、海の化石や生きた化石に関して様々な切 り口で
5つのブースにわかれて、来館者の方々に博物館スタッフ (学芸員や博物館実習生 )

が対応 しながら実施 した。
・入 口

顔を出して写真が撮れる自立型パネル 1台 と手持ちのパネル 3種 を設置↑会場入口

に設置したので写真を撮ろうと人が楽しそうに集まっていると他の人もそこに集ま

るという心理をうまく引き出すことができた。安全で分かりやすい展示となつた。

。「太古より生きる海の生きものたち」

生きた化石としてカブ トガニ、オウムガイ、ミドリシャミセンガイなどを水槽展示。

カブ トガニに関 しては指一本で優 しく触れることができるように し、オウムガイは

60 omガ ラス水槽にて飼育展示 した。また、それ らに関する化石を設置 して、近 くで

観察 していただいた。拡大装置を用いて現生有孔虫の一種であるホシノスナを拡大

観察 した。

・「静岡で海の化石探検隊は見た !」

イベント「サマースクール 小 6コ ース 海の化石探検隊」における実施状況の解

説やそこで採集された化石、これまでに静岡県内で産出した化石をご紹介した。それ

らのクリーニング風景の演示や実際にスタッフが付き、来館者の方にクリーニングも

行つていただいた。当館の柴学芸員の研究内容である有孔虫も、顕微鏡で観察してい

ただき、有孔虫についての解説も行つた。
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・「音の海の生きもの工作 一化石レフリカ作りとサメの歯化石発掘― 」
実物化石から起こしたシリコンの型を使用して、化石のレブ

｀
り力を来館者の方々に

製作していただいた。また、実物のサメの歯化石を石青と砂を混ぜたものに埋め込み、

それを参加者にヘラや歯ブラシで掘り出していただいた〔自分で掘り出した化石は、
拡大観察できるようにPCの拡大システムを用いたt

・「海の化石博士になろう !」

海の生物の化石や生きた化石に関する 8間のクイズを参加者に回答していただくr

ヒン トや答えは他のブースや 2階の特別展示場に配置 しておいた。参加者には紙で
工作できるアンモナイ ト帽子をもれなくブレゼントしたc

・「こども古代魚釣堀」

シー ト上に古代魚バネルを置き、参加者はマグネッ ト付の竿でその古代魚バネルを

釣 り上げ、バケッに入れる。八ネルは開 くようになつてお り、中に名前や特徴、生き

ていた年代などが記載 されている。未就学児童用の参加型展示で安全かつ、分か りや

すいため、来館者の人気は高かった。
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鎖サンゴ

ハ リオリテス

学名 //a/J/sだ θs″′οブ/′ s

分類 刺胞動物花虫綱

時代 古生代シルル紀

産地 スウェーテン コトラント島

フズリナ石灰岩

学名 不明

分類 岩石

時代 古生代ベルム紀

産地 和歌山県 白崎

巣穴 (す あな )の 化石

学名 不明

分類 生物痕化石

時代 新生代更新世

産地 牧ノ原市、菅ヶ谷

3.展示収集物 リス ト
海洋科学博物館

筆石

グラフ トライ ト

学名 ′′びθ′′ρ″″′ぃ sp

力″″′″″ρrυs sp ι″ r■ r″ rt sゝ p

θ′′オο
'I´

'θ

′′θs ノ′r σ′,′

分類 半索動物

時代 古生代オル ドビス紀

産地 アメリカ オクラホマ

ディキンソニア

学名 ′ノ″′お
"ブ

′οοs″
`′分類 不明

時代 原生代末期

産地 ォーストラリア エティアカラ

複製

鎖サンゴ

ハ リシテス

学名 //2/κ たθε g′′οノ//s

分類 All胞 動物花虫綱

時代 古生代シルル紀

産地 スウェーラン ゴトラント島

蜂の巣サンゴ

ファボシテス

学名 /12′οs′ よθs ξοよノ′″グ/″

分類 刺胞動物花虫綱

時代 古生代シルル紀

産地 スウェーデン コトランド島

アンモナイ ト

ベリスフィニテス

学名 %′ ′″力′″οよθs sp

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代ジュラ紀

産地 マダガスカル

虫入 リコハク

学名 不明

分類 岩石

時代 新生代漸新世

産地  ドミニカ

カメの糞化石 Ooprolite

学名 不明

分類 生物痕化石

時代 新生代暁新世

産地 アメリカ ワシントン州

複製

三葉虫

フレキシカリメネ

学名  /「 /θχκ2///77F″ θ Or/z′

“

′′

分類 節足動物三葉虫類

時代 古生代オル ドビス紀

産地 モロッコ

三葉虫

カリメネ

学名 のノ解 ″ οθ/め′′

分類 節足動物三菜虫類

時代 古生代シルル紀

産地 アメリカ イリノイ州

三葉虫

シュウ ドレヌス

学名 λ″あノα,″sο″ブ′′a/7S/S

分類 節足動物三葉虫類

時代 古生代シルル紀

産地 モロッコ

三葉虫

ホモテルス

学名 Homoよθ/υs bra777′

"″

S/S

分類 節足動物三葉虫類

時代 古生代オル ドビス紀

産地 アメリカ オクラホマ州

三葉虫

ファコプス

学名 乃′′″s′ 2/7′

分類 節足動物三葉虫類

時代 古生代デボン紀

産地 アメリカ オハイオ州1

三菜虫

分類 節足動物三葉虫類

三葉虫

カンプロバラス

学名  3ali■ b′ορaノ ノ′s ιθ/θ sよο

分類 節足動物三葉虫類

時代 古生代カンブリア紀

産地 モロッコ

直角貝

オルソセラス

学名 ″ 1/700θ′′S Sp

分類 軟体動物頭足類

時代 古生代オル ドビス紀

産地 スウェーデン

海ユ リ

シフォノクリニテス

学名 Scvphοσ″′″ノιθ
`θ

/昭′″s

分類 棘皮動物海百合類

時代 古生代デボン紀

産地 モロッコ

海ユ リ

マクロクリヌス

学名 腸ο″οο′′″ν
`′

″7,″ /“

分類 棘皮動物海百合類

時代 古生代石炭紀

産地 アメ′力 /ン ティアナ州

海ツボミ

ベンテレモテス

学名 均 7ιθra/77/よθ
`ι

″s″ωs

分類 棘皮動物海雷類

時代 古生代石炭紀

産地 アメリカ オクラホマ州

四射サンコ

ケイチ ョウフィリウム

学名 絢θ/a/7″ bj///y777ノ′bθ /

分類 刺胞動物花虫類

時代 古生代石炭紀

産地 岩手県大船渡市鬼丸

四射サンゴ

シフォノデン ドロン

学名 ∫わ力ο″ ″ο″1774‐′ど/″ ノ

分類 刺胞動物花虫類

時代 古生代石炭紀前期

産地 岩手県大船渡市鬼丸

四射サンゴ

ケ トフィルム

学名 桁ι″力///`//7ルο″″777

分類 刺胞動物花虫類

時代 古生代シルル紀

産地  スゥェーラン ゴトラント島

ゴニアタイ ト

学名 "″ブ′r′ ォθ
`あ

οοよ′″θηsお

分類 軟体動物頭足類

時代 古生代石炭紀

産地 アメリカ オクラホマ州

ヒトデ

学名 丘p″
`ノ

′′Sp

分類 棘皮動物星形類

時代 不明

産地 モロッコ

筆石

グラフ

学名

分類

時代

産地

トライ ト

′たθノ/οg″″ι″s spな ど

半索動物

古生代オルドビス紀

アメリカ オクラホマ州



海サソリ

ユー リブテリウス

学名  fr/rp"′ 41s/77a″ 0/cρ /σοrυs

分類 節足動物広翼類

時代 古生代シルル紀

産地 ァメリカ ニューニーク州

ス トロマ トライ ト

学名 "′α″′ォο//ιθ

分類 生物痕化石

時代 原生代

産地 中国遼寧省

甲冑魚
プテリキソーデス

学名 λθ′/a/7`んα/as″〃/θ′/

分類 板皮類

時代 古生代デボン紀

産地 ィギリス スコントランド

腕足類

ア トリバ

学名 ′よ′″′″θまた〃/′′/′

分類 腕足動物

時代 古生代デボン紀

産地 アメリカ オハイオ州

腕足類
バラスピリッファー

学名 乃′′″ //ノ /た′′ο
“
りあ′″6

分類 腕足動物

時代 古生代デボン紀

産地 アメリカ オハイオ州

アンモナイト
ゴー ドリセラス

学名  ′′″」ryc″′s haman′′′ensθ

分類 軟体動物頭足類
時代 中生代白亜紀後期
産地 北海道厚岸郡

アンモナイ ト
ベリスフィンクテス

学名 た′′″カルσrθ s sp

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 マダガスカル

アンモナイ ト

ゴー ドリセラス

学名 ″′″/οθ′′sォ a/7ι /′ //′激 ″

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代白亜紀後期

産地 北海道穂別郡

アンモナイ ト

メソフゾシア

学名 胎∫″珈
`ノ

′ρ′ο″ /ο′

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代白亜紀後期

産地 北海道夕張市

アンモナイ ト

ゴー ドリセラス

学名 ル′dr/σθ″ぉ sp

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代白亜紀後期

産地 北海道穂別郡

アンモナイ トの断面

分 類  軟 体 動 物 頭 足 類

サメ

学名 不明

分類 軟骨魚類

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 ド/ッ ッルンフォーヘン

カツルス

学名 のオι//`′s″κ′ど″s

分類 硬骨魚類

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 ドイッ プ,レ ンフォーヘン

ウチワエビ

学名 ル″ /777r2ο S Sp

分類 節足動物甲殻類

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 ドイン ツルンフォーヘン

イカ

学名 ″θsノ οノa77励 ′Sρ′ノsο′

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代ジュラ紀後期

産 地  ドィッ ッルンフォーヘン

エイ

学名 ″ο/"′
`/s sp分類 軟骨魚類

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 ドイッ ッルンフォーヘン

カニ

学名  ルσ″′θοgθ′/ο″ρθ′″′/′ /74/δ

分類 節足動物甲殻類

時代 新生代中新世

産地 ウルグアイ

ナイティア

学名 /r7ノ″″′sp

分類 硬骨魚類

時代 新生代始新世

産地 ァメリカ ワイオミングリヽ1

トクナガブンブク

学名 ι′″
"′

′ r´
`//72″

/

分類 棘皮動物ウニ類

時代 新生代中新世

産地 北海道雨竜郡

ウニ

学名 yヽnσ力οレηぉ
`′

″ r7/7″ S

分類 棘皮動物ウニ類

時代 新生代始新世

産地 アメリカ フロリダ州

エビ

辱菫名  aj/ο ル′/a/7ρ′″ル79υυS
分類 節足動物甲殻類

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 トィン ツルンフォーヘン

オキナエビス

学名 ″bο′″θ//′ ど■呻 sο/7a′ι″

分類 軟体動物腹足類

時代 中生代ジュラ紀

産地 マダガスカル

カブトガニ

学名 た ,ο /7/77● /″S″ノ●・/7ノ

分類 節足動物鋏角類

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 トィッ ッルンフォー ンヽ

オウムガィ

学名 丘′よ″θρ力οοθ′′s sp

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代白亜紀後期

産地 北海道沙流郡

蜂の巣サンゴ

ハ リオリテス

学名 //2/ノο/″θs sp

分類 刺胞動物花虫類

時代 古生代シルル紀

産地 ォーストラリア
ノースクインズラント

甲冑魚など
カノウイントラとホスリオレビスなと

学名 物′70″ /′,″′ξ′οssノ′
θOオ/7′ ノο/cρ ′s sp  R鍮ノθο/cρブs sp

分類 板皮類

時代 古生代デボン紀

産地 オース トラリア
ニューサウスウェールズ

所蔵 群馬県立自然史博物館

甲冑魚

ボスリオ レビス

学名 あ
"′

/ο /″た sp

分類 板皮類

時代 古生代デボン紀

産地 オース トラリア
ニューサウスウェールズ

所蔵 群馬県立自然史博物館

サメの歯
ヘリコブリオン

学名 //a/′ο″′′a/7 Sp

分類 軟骨魚類

時代 古生代ベルム紀

産地 アメリカ

所蔵 群馬県立自然史博物館

バ レオカルカリアス

学名  ′θ/″ο″″力″ノぉ s`′。|,le″

分類 軟骨魚類



レビドーテス

学名 ι″′あιθs sp

分類 硬骨魚類

時代 白亜紀

産地 ブラジル

時代 中生代ジュラ紀後期      アンモナイト

産地 ドィッ ッルンフォーヘン      アンキロセラス

所蔵 群馬県立自然史博物館     学名 //7り /οσθ′′S Sp

腕足類

学名 辞′′′習οορρ力′/″s οιθs〃6

分類 腕足動物

時代 古生代デボン紀

産地 中国

所蔵 群馬県立自然史博物館

学名 不明

分類 棘皮動物星形類

時代 新生代中新世

産地 アメリカ

所蔵 群馬県立自然史博物館

トガリクチバシウオ

アスヒドリンカス

学名 ′″ /あ//7//70お ά′
`′

′ω″お

分類 硬骨魚類

時代 中生代ジュラ紀

産地  トィッ ッルンフォーヘン

所 蔵  神奈サ1県 立生命の星 地I求 博物館

ウィンクティフアー

学名 //″ο′′ん′οαη
`a77′分類 硬骨魚類

時代 中生代白亜紀

産地 ブラジル セアラ

所 蔵  神剣 1県 立生命の星 地球博物館

産地 ブラジル セアラ

所 蔵  神奈り1県 立生命の星 .地球博物館

時代 中生代白亜紀

産地 ブラジル セアラ

所 蔵  神奈川県立生命の星 地球博物館

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代白亜紀

産地 ロシア

所蔵 群馬県立自然史博物館

==============二 ===二 =====三 二
=こ

こ      ヒ トデ類

アンモナイ ト

所蔵 群馬県立自然史博物館     アカンイ トセラタイテス

クラ ドセラケ

学名 ′σ′′F/700θ′′
`/グ

′θ

分類 軟体動物頭足類

学名 θ/′あ
`θ

/′″θθ/′′′/      時代 中生代白亜紀

分類 軟骨魚類

時代 古生代デボン紀

産地 アメリカ

所蔵 群馬県立自然史博物館

アンモナ イ ト

所蔵 群馬県立自然史博物館      アイノセラス

ノムラサバ

学名 λttθ′″
"″

′′′

分類 硬骨魚類

時代 新生代中新世

産地 群馬県中条町

所蔵 群馬県立自然史博物館     アンモナイト (生体模型)

==こ ここ==二 ====二 ==二 =======三 二三二=二
         ｀

ソ
|り

 |リ テ ス

サバ属の一種

学名 Sc〃あθ/sp
分類 硬骨魚類

時代 新生代中新世

産地 愛知県師崎

分類 軟体動物頭足類

所蔵 群馬県立自然史博物館     産地 ブラジル セアラ

所 蔵  神奈り1県 立生命の星・地球博物館

アンモナイ ト (生体模型 ,

アンキロケラス トガリクチバシウオ

アスビドリカス所蔵 群馬県立自然史博物館     分類 軟体動物頭足類

所蔵 群馬県立自然史博物館     学名 ′
"肋

励 //70″ S Oα″ιO′フノ

イ カ 分類 硬骨魚類

学名 ι″
"よ

θ′r/7お g′″s      脱皮している三菜虫 (生体模型)   時代 中生代白亜紀
分類 軟体動物頭足類

時代 ゾルンフォーヘン

学名 ′/″οοθ′′s sp

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代白亜紀後期

産地 北海道夕張市

所蔵 群馬県立自然史博物館

フアコフス

節足動物三葉虫類

クサ リサンゴ

学名 //2/J/sた ノあ sp

所蔵 群馬県立自然史博物館     所蔵 群馬県立自然史博物館

三葉虫

キアンギア

学名 力鋼 χ/ル sp

サ リアス

アンモナイ トの断面 (生体模型)   学名  /7/7′′ι力/′s′′′′′ρ′5

分類 軟体動物頭足類 分類 硬骨魚類

所蔵 群馬県立自然史博物館     時代 中生代白亜紀
分類 節足動物三葉虫類       ======ニ
時代 古生代オル ドビス紀      蜂の巣サンゴ

産地 中国 ファボシテス

所蔵 群馬県立自然史博物館     学名 ル 1/aタ オθs″ι/′″グた′     カライワシ科の一種

分類 刺胞動物花虫類        学名 励′σο/″ /s bκο′ノ′s

所蔵 群馬県立自然史博物館     分類 硬骨魚類無顎類の群れ

学名 不明

分類 無顎類

時代 古生代デボン紀

産地 カナダ            分類 刺胞動物花虫類
所蔵 群馬県立自然史博物館     時代 古生代シルル紀

産地 スゥェーテン ゴトランド島

アンモナイ ト (ツ リリテス類)    所蔵 群馬県立自然史博物館

マリエラ

学名 腸′/θ //′ sp

分類 軟体動物頭足類

時代 中生代白亜紀

産地  ドイツ

所蔵 群馬県立自然史博物館



自然史博物館

コエラカン トウス

(シーラカンス )

学名  θοθ/″a77thuS 腸/7ifO節 お

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 中生代三畳紀

産地 カナダ

アレニブテルス

学名 ′〃3nypuオ θ′″δ″aηオ″ι′s

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 古生代石炭紀

産地 アメリカ モンタナ

所蔵 群馬県立自然史博物館

カリドスクトール

学名 の//あ諮
"′

ρq′〃/0出″θ

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 古生代石炭紀前期

産地 アメリカ モンタナ

所蔵 群馬県立自然史博物館

カリドスク トール

学名 の′肋 ″οわ′ρq″ /ωク体

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 古生代石炭紀前期

産地 アメリカ モンタナ

所蔵 群馬県立自然史博物館

コエラカン トウス

学名  θοθ/κa/71加
`ya″

ルιぉ

分類 総鯉鋼 シーラカンスロ

時代 古生代ベルム紀

産地  ドイツ

所蔵 群馬県立自然史博物館

ホワイティア

学名 //7ノ

"ル
sp

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 中生代三畳紀前期

産地 マダガスカル

所蔵 群馬県立自然史博物館

コ ッコァルマ

学 名  の
““

″
"ma bab1/2′

′′/7

分類 総鰭網 シーラカンスロ

時代 中生代ジュラ紀後期

産地 ドイツ ゾルンフォーヘン

所蔵 群馬県立自然史博物館

アクセルロディクティス

学名 ルθ/′ο″ο力thys′′′′″a/7`ノ

`
分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 中生代白亜紀前期

産地 ブラジル セアラ

所 蔵  神奈り
'1県

立生命の星・地球博物館

アクセルロディクティス

学名 ルθ/′ο″ο力r/7J/S′ ′′′″a77S/S

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 中生代白亜紀前期

産地 ブラジル セアラ

所 蔵  神奈り
'1県

立生命の星・地 I求 博物館

アクセルロディクティス幼体

学名 ルθ/′

"“
勧β sp

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 中中生代白亜紀前期

産地 ブラジル セアラ州

所蔵 群馬県立自然史博物館

アクセルロディクティス

キ圭名  ′χθ/′οグノa/71/7j/S′ ′′′40a/7S/S
分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 中生代白亜紀前期

産地 ブラジル セアラ

所 蔵  神奈り県立生命の星・地球博物館

カリドスク トール

学名  の′′dク
`″

οわ′ρO烈/ぉじms
分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 古生代石炭紀前期

産地 アメリカ モンタナ

所 蔵  神奈川県立生冷の星・地球博物館

ホロファグス

学名 //a/Эphagus sp

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 中生代ジュラ紀

産地 ドイツ ゾルンフォーヘン

所 蔵  神奈り1県 立生命の星・地球博物館

カリドスク トール

学名 の′ノあδ″οわ′ρ″″οs″zs

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 古生代石炭紀前期

産地 アメリカ モンタナ

所 蔵  神奈サ1県立生命の星・地球博物館

ラティメリア

学名 ι′オ//77F′ ノ′αウ′/″

“
η′θ

分類 総鰭綱 シーラカンスロ

時代 現世

産地 コモロ諸島 (コ モロ連合 )

所 蔵  :株 ,京急油壺マ リンバーク水族館

複製



群馬県立自然史博物館か らの借用物

No 種 名 内容 形状 備考

1 アレニブテルス 1 全身骨格 実物

2 カリドスクト̈―ル 2 全身骨格 実物

3 カリドスクトール 全身骨格 実物

4 コエラカントウス・グラニュラトウス 全身骨格 実 物

5 ホワイティア 全身骨格 実物

6 コツコ 7‐ ル マ 全身骨格 レプリカ

7 アクセルロディクティス 全身骨格 実物 幼 体

8 カノウインドラ 全身骨格 レフリカ

9 ボスリオレビス 全身骨格 レプリカ

10 ヘリコプリオン 歯属 実物 アメリカ産

パレオカルカリアス 全身骨格 実物 サメ類・ソリレンホーフェン産

12 レビドーテス 全身骨格 実物 ブラジル産

13 クラドセラケ 部分骨格 実物

14 ノムラサ′ヽ 全身骨格 レプリカ

15 サバ属の一種 部分骨格 実物 師崎層群

16 レブトテウチス 全身 実物 ケース含む

17 キアンキシア 全身 実物 三葉虫の仲間

18 ドレバナスビス 全身骨格 レプリカ 無顎類・群れ

19 マリエッラ 全身骨格 実物

20 アンキロケラス 全身骨格 実物

21 アカントケラス 全身骨格 実物

22 アイノケラス 全身骨格 実物

23 ツリリテス類 生体復元 模型

24 アンキロケラス類 生体復元 模型

25 ファコプス類 生体復元 模型 脱皮状態

26 ヘリオリテス 全身骨格 実物

27 ハリシテス 全身骨格 実物

28 ストリンゴケファルス 全身骨格 実物

29 ヒトデ 集合化石 実物

(株)京急油壺マリンパークからの借用物

種 名 内容 形 状 備考

1 シーラカンス生体レプリカ 全身 レプリカ 本体 150 om、 台含む



神奈川県立生命の星・地球博物館からの借用物

NO 種 名 内容 形状 備考

1 トガリクチバシウオ 全身骨格 実物 ドイツ産

2 ヴィンクティファー 全身骨格 実物

3 アスピドリカス 全身骨格 実物 ブラジル産

4 アスピドリカス 全身骨格 実物

5 アラリベンシス 全身骨格 実物 サンタナ産

6 カライワシ科の一種 全身骨格 実物 サンパウロ州エスタード産

7 カライワシ科の一種 全身骨格 実物

4.結果

「すべては海からはじまった一A Living Fossil― 」では 2つの特別展と 2つのイベントを実施した。夏

のお盆時期に、館内で大古の海、古代生物や生きた化石についての総合的な展示を展開することができた。

館内に太古の海の世界感を出し、安全で快適な空間と時間を提供するとともに、そこで海洋生物に親 しみ、

海を知り、生命の歴史や太古の海に想いを馳せるきつかけを提供することができた。未就学児童から年配の

方まで、海に関する内容で楽しい時間を過ごしていただくことができ、非常に盛況であつた。当館に隣接

する東海大学自然史博物館には恐竜をはじめ、古代の生物の骨格標本や資料、そのデータが蓄積されている。

今回の特別展やイベントなどには、その力を発揮することができた。化石や不思議な生きた化石からの印象

は深く残 り、今後、海や自然に目を向け、様々なことに興味を持つてくれると考える。

海の化石探検隊では普段は入り込むことが難しい山中をまさに探検 し、実際に化石を掘 り出すことに成功

した。また、化石の研究者 (当館学芸員)と 一緒にクリーニングや分類を実施することは化石や研究を身近

に感じるきつかけになつたのではないか。イベント「なぜ |?なに?化石水族館」ではサメの歯化石を自作の

石膏素材に埋め込むという手法を構築することができた。この素材に関しては今後、改良を加えて、何かの

機会に実施 したいと考える。また、タッチパネル式の電子端末を導入利用することができ、今後の幅広い教

育的な利用が期待される。

実施期間中 2011年 7月 24日 ～8月 31日 の総入館者数は 41,522名 で、イベント「サマースクール

小 6コ ース 海の化石探検隊」参加者小学 6年生 39名 (定 員 30名 )、 イベント「なぜ |?な に?化石水族館」

(2011年 8月 12日 ～8月 17日 )の会場へは約 10,000名 の来場があつた。目標としていた数字には、震災

の影響などもあり及ばなかつた。

小さなお子さんを連れたご家族にとつては、安心して子供を遊ばせることのできる場が少なくなっている

現在、このような空間が強く求められている。同時に様々なことを未就学児童も体験 して学べることができ

るように、噛み砕いてお伝えすることが博物館の使命だと強く感じている。

この事業の実施により、楽しく学び、遊びの中から自然に目を向けて環境について考えることのできる

子供に育つこと、また、生物に触れる機会の少ない子供が太古からの生物や海洋生物の化石などから自然を

身近に感じることにより、将来、自然や海、海洋生物に興味を抱くきっかけとすることを達成できた。安全

で楽しく、「なるほど」と思える展示を打ち出すことで来館者が海の素晴らしさ、楽しさを実感できるよう

に今後も努力する次第である。

尚、この夏季行事の開催にあたり、ご協力いただいた皆様、 (株 )京急油壺マリンパーク、神奈川県立

生命の星・地球博物館、群馬県立自然史博物館に深く感謝致します。



●事業成果物

・広報用チラシ B4カ ラー 両面昂1り 1582、 300枚 印昴1

市内保育園・小学校・公民館・静岡市近隣の小学校、東海大学関係個所、

新

里Fり
込み 1201L/7潟 Ol朝刊で 507300枚配布。

障Pに館内や各地催事でも配布。
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・補助教材 リー フレッ ト

・写真用顔出しハネル 2種

サマースクール小 6チ ラシ 4600枚
静岡市内の小学校に配布

・替一篠・秘
OX
OX
OX
OX
OX
Ox
OX
OX

ヘ

′も
セル、…



・紙製帽子工作台紙 (シーラカンス・アンモナイ ト)

・テ レビCM 40秒

2011/8..4～ 20ま で 静岡県内放送 4局 にて合計 90本

⑫ ‐

m

(ゴールデ ンタイム含 )放送

一■



「すべては海からはじまった一A Livlng Foss‖ ―」関連取材一覧表

日月 容会 社 名 媒 体 名 内

2011 7 1

1

12

15

15

18

22

24

26

26

26

28

8. 4

9

9

10

16

19

20

26

『シミズ毎日No.948(シ ミズ新聞店)』 サマースクール募集

『沼津さんさんだよりNo.236(沼津生涯学習教育課)』 サマースクール募集

『SBSテ レビ。evening eye長 さんごはんいってみよう|(17100～ )』

自然史博物館の長さん柴学芸員に密着 (柴 正博出演)

『静岡新聞ぶらりぷらりふらり(男1刷広告)』 夏イベント告知

『シミズ毎日No.949(シ ミズ新聞店)』 夏休みイベント告知

『静岡朝日テレビ。とびっきり静岡 (16:45～ )』 夏の特別展告知

『FM―Hi・ あさラジ|@モーニング(8:40～ )』 夏イベント告知

(手塚 覚夫出演)

『静岡第一テレビ・真相報道バンキシャ(18:55～ )』 シーラカンス展紹介

『NHK静岡・たつぶり静岡み一つけた(18:20～ )』 夏の特別展紹介

『静岡新聞』シーラカンス来場者を圧倒 太古のレプリカ展示

『静岡朝日テレビ』夏の特別展紹介

『静岡第一テレビ』シーラカンス ロ夏の特別展紹介

『FMし みず・モーニング・パル (9:10～ )』 夏イベント紹介 (手塚 覚夫出演)

『SBSテ レビ。Soleい いね (9:55～ )』 夏の特別展紹介

『静岡第一テレビ・〇ごとヮィド!(17:30～ )』 夏の特別展紹介

『テレビ静岡・ニューススピーク県内版 (11:45～ )』 夏の特別展紹介

『讀費新聞』海の化石発掘体験

『FM一Hi・ ゆうラジIRadio魂 (16:45～ )』 夏イベント紹介 (手塚 覚夫出演)

『静岡新聞とつとこ静岡』夏のイベント告知

『静岡朝日テレビ・天気予報 (20:55～ )』 夏のイベント情報紹介

海

海

自

社

社

社

自

自

白

海

社

海

社

社

社

海

海

海

海

海
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